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見ル野 栄司

前回のあらすじ

IoT農業を学んで
ラズパイで自給自足の
生活を目論むミルノは
愛知県豊橋市を訪れ
IoT農業をビジネスに
導入している先輩たちから
アドバイスを受けたので
あった

#50 �ラダー・プログラムが
書けた!
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愛知県豊橋市
サイエンスコア 我が社の

「あぐりログ」は
ビニール・ハウス内に
ログBOXを置くだけで
栽培環境が分かり
仲間とシェアできる
んです
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どんな
仕組みなん
ですか？

このように我々のサーバに
アップされて農家の皆さんが
いつでもデータを見られる
環境になっています
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農家さんは
自分でログを
取ってないの
ですか？

それが結構やらなくなるんで
こういった自動的にできるものが
重宝されているんです
さらにサーバにデータを貯められる
のでハウス内にパソコンなどを
置かなくていいんです

契約した農家さんは
スマホで
リアルタイムで
ハウス内の環境を
見られるんですね

いつでも
このように
見られるので
安心なんです

見える
化！

これって
未来感あります
よね～

もっと進化したものだと
クラウド側に
制御プログラムがあって
潅水・液肥・空調などを
調整できるものもあり
これからどんどん
使われていくと
思います

いやはや
IoT農業って
あんなにも進化
していたのね

ホトケさんが送ってくれたこれ
インターフェース誌内で連載していた
今関先生のマシンはラズパイをラダー・プログラムで
動かして家電などを制御できちゃう
優れものだが今後の参考にさせてもらおう

CQ出版編集部
ホトケ

オレのやろうとしている
IoTベランダ農業には
ちょっと複雑すぎるので
今関先生の記事を見て
まずは設定を
真似てみよう

ラダー・プログラムは
やっていたので経験があるが
記事ではだれでもできるように
説明してくれていて
ありがたい
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プログラムの基本はリレー配線と同じ
「保持回路」なのでそれを応用して出力を
リレーにつなげて弁を開閉してやればいい

ネギかなんか育てて

太陽が出たら水をやってを繰り返し

半永久的に食べ物に困らない

自給自足生活ができるぞぃ～

仕組みはこうだ ラ
ズ
パ
イ

水
や
り
機 ネギ

重量計
肥料

やり機

ラズパイに入っている
ラダー・プログラムで
水やりや肥料やりを制御して
重さや水分量を記録して
パソコンにラズパイ経由で
データを見える化する

さっそくパソコンに
PLCエディタを
インストールしよう

今関先生の
記事どおり
やれば

ここから
ダウンロードして

記事の
とおりに
インストール
すると
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結構大きいな…5分くらい時間がかかる
指示どおり
ショートカットも作って

立ち上がったーー! ! ! 

なになに! 
このエディタはプログラムの
動作確認もできるのかー
下手なブロガーのやってみたを
読むより断然分かりやすい

インター
フェース誌! 
むっちゃ 
親切やん! 

ラダーも速攻書けた! 順調だぜー! ! ! 

次回へつづく




